
第10表　　　木炭及び薪の生産数量
本表は市町村からの毎月報告される「木炭需給実績凋」を集計したものである・
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第　7　章　　水　　産　　業

131　水　嚢　業

（1）漁業経営体の変動

大阪府における漁業は、瀬戸内海の一小海域に限られた内海漁業で、海洋漁業に恵まれない立地条件にあるため、

大阪湾のいわしのはかは特に見るべきものはない。また一方、大阪市を中心とする工業地帯の発展に伴う海水面の汚

染などにより、その沿岸漁業も衰微の一途をたどっている。

そのため小規模経営者は逐次転廃業し、漁業経営体は毎年減少していく傾向にある。

今それらについて昭和28年以降累年比較して見ると下表の通りとなり、

経　営　体　数　纂　年　比　拉　表

個人経営休数

昭　和　28　年　　　　　1242

29　　　　　　　　　1178

30

31　　　　　　　　1（給1

32　　　　　　　　　1002

（注）指数は昭和認牢を1∝）とする。

指　数　　　共同経営体数　　　指　数

1〔沿．0　　　　　　　　24　　　　　　　　1∝）．0

94．8　　　　　　　　26　　　　　　　　1凪3

8巳4　　　　　　　　19

8〕．6　　　　　　　　19

昭和諮年の個人経営体数に比較すれば、昭和32年は前年よりさらに5％の減少をみせて弧6％となり19・4％の減少

になっている。しかし共同経営体については31年と同様28年に対して79．1を示している。

（2）浪　‾．鼎　＿　数

昭和32年における漁船隻数は2143隻となり、昭和31年の2421隻に対して＿278隻の減少（11・5％）になる、また

総トン数においても昭和32年は4753トンと昭和31年の52弘ト1に比してⅨBトン（9・6％）の減少となっている0

今これらについて動力船無動力船別に見ると、まず動力船では昭和31年の給隻数1126隻に対して昭和32年は、

11的隻と43隻（3．8％）の増加であるが、そのトン数は昭和31年の4155トンに対して3～紡5トンと㌘0トン（a5％）

の減少である。

次に無動力船について見ると、昭和31年の絵隻数1詣5隻に対して昭和32年は974隻と321隻（24．8％）の大きな減

少を示している。またそのトン数も隻数同様昭和31年1101トンに対して昭和32年は拓8トンで刀3トン（21．2％）の

減少となっている。

漁　　　　　　船　　　　　　数

総　　　　　数　　　　　　　　動　　力　　船　　　　　　　　無　動　力　船

隻　数　　　ト　ン数　　　　隻　数　　　トン数　　　　隻　数　　　ト　ン数
昭和31年　2421（1∞．0）52弘（1∞．0）　1126（1∞，0）4155（1（nD）　125b00．0）1101（1∞・0）

32　　2143（出．5）479（弧4）　1169（103．8）3∈沼5（幻．5）　　974（75．2）　〔お8（凋・8）

（注）カクコ内数字は昭和31年を1∞とする指数である。

（3）漁獲高及び漁労日数

（一・）　魚種別漁獲高

木府の漁業は前述の通り瀬戸内海の一部において活動しているにとどまるため、その捻漁獲高も刀199トンで全国

絶漁獲高5059043トン（「外洋鱒業一般海面漁業」のうち捕鯨業を除く）に対してわずか仇4％を占めるにすぎな

い○

鷺　霊　義　1詑

次に本府内の魚種別漁獲高を昭和30年及び昭和31年の各年に比較して見ると、まず縁漁獲高は、昭和30年が16〔田

トン、昭和31年20878トン、昭和32年a〕1瑛lトンとなっているが、これは昭和30年に対しては4m6トン（訪．5％）

の増加であるものの、昭和31年に対しては逆に67gトン（3．2％）の減少である。

次に甲和32年の漁獲についておもな魚種別に見ると、総漁獲高刀1羽トンに対して11379トン（弘・3％）を示して

いる「いわし」が例年と同様最高である。次は貝類の「さるば」の2810トン13．9％となり、第3位は「えび」の

1423トンこれは全体の7．0％となっている。

次に前年に比較して著しい増減を見せているものを拾って見ると、まず「あじ」が朋6．5％と他を大きく引離して

増加の第1位となっており、第2位はrさるば」でこれは2刀．4％、第3位は「あなご」の164．8％である、この外に

「たい」、「このしろ」等も増加している。また逆に前年に比して著しい減少を示しているものを見ると、まず「え

そ」が揚げられるが、これは前年の漁獲高に対して本年は皆無に近いもので、これが第1位となっている。第2位は

「あさり」で前年の35．6％に過ぎず、さらに第3位は、ぶりの37．5％となっており、・この外に「あかがい」46．3％、

■「かき」9〕％、「いか」54．3％、等がある。

次に総漁獲高刀1甲1トンに対して魚類の14001トンは69・3％を占め・且類の3631トンは17・9％水産動物類では

25腿トン12．％となっており、やはり魚類が全体の約7割弱でその大半を占めている。

（二）　■l　罰　漁　獲　嘉　‾

昭和32年の細別漁獲高にっいて見ると、まき柵の10710トンが捨漁獲高の9．0％を占め第1位となっている。次い

て底曳網の6∝8トンでこれは34．2％で第2位、第3位は地曳桐で1133トンの56％となっている。

次に各細別に昭和31年と比較して見ると底曳網では昭和31年の6〔87トンに対して、32畔は6（二日9トンとなり、13．9

％の減少を示し、まき絢も昭和31年の12435トンに対して10710トンと13．9％の減少、さらに敷細については年々減

少の一途をたどり、昭和31年の9トンに対して32年は6トンと3．4％の減少となった。なお刺桐については大差はな

いが昭和31年の1刀トンが125トンと4．1％の増加である。′1、型定置網は昭和31年が311トンで32年がZ娼トンと24．2％

の減少である0なお地引網は昭和31年の29トンに対して昭和32年1133トンで07・4％の著しい増加となった㌣

つり漁業について見ると、昭和31年の132トンに対して昭和32年1∝けンと21．2％の増加であり、はえなわ漁業は昭

和31年の191トンに対して昭和32年が377トンと97．3％の増加を示している。深見については昭和31年578トンに対し・

て昭和32年■329トンとこれは431％の減少である‾。またその他の漁菜については昭和31年の153トンに対し32年に‾ほ－‾‾‾‾‾一

nlトンとこれは37．9％の増加を示している。

（≡）　網別漁労日数

前述の網別漁獲高に対する漁労日数について見ると、まず絶漁労日数は169791日となるが、このうち最も多いの

は底引細のヱ9即日で、これは42・3％に当る0つり漁業は漁獲高の少ない割に漁労日数は多く31463日で18．5％を占

め第2位となり、次いでその他の漁業のZ日記9口の13．8％がある。

また各湘引漁労日数を昭和31年に比較して見ると、まず昭和31年の韓漁労日数175切4日に対し昭和32年は169804

日と57∝）日（3・2％）の減少となっているが、底引網では8．4％、敷粥では47．9％‘利親では4．7％といずれも減少し

ている。一方増加したものにはまき禍の9．8％、小型定置細はの3．2％、地引桶の28．8％がある。

次いで漁労1日に対する平均漁獲高を見ると、まず緒漁撞高に対して漁労1日平均漁扱高は昭和32年で119キログ

ラムとなっており、昭和31年のそれに比較すれば昭和31年も119キログラムと変りはない。今これを昭和32年の各網

別に比較すれば底引網では平均漁獲高は弧）キログラム、まき網は345亜キログラム、敷禍10キログラム、刺網15キ

ログラム小型定置網25キログラム、地引網咲汀キログラム、つり漁業5キログラム、はえなわ漁業方キログラム、採

且51キログラム、その他の漁業9キログラムとなっている。



l詔　　水　量　義、

第1表 組織別漁業経営体数
春雲は昭和32年1月1日現在で調査された漁粟動態調査によるものである。
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第　3　表 漁種　　・別
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1細　　水　塵　賽

第4喪　　　痢‘別　漁　獲　高（海面）
本葬は各漁業協同組合からの月韓を集計したものである。

市　　　郡 総　　数 底曳細3 ま　き綱 利親庵和地曳可約漁業
延　縄
漁　業

昭　和　28　年

29

30

31

32

大　　阪　　市

堺　　　　　市
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ま）8782416（逼703312435037　99111Ⅹ）116311493　259578132昭7191693578祁153007

201990別6％907910710148　64911252582564％11359151602253770223劫l00211528

135こ）294　　395179　　385238　6491146141：B345

5〔柘9762　2219843　2〔拓0985

41C紀69611174212859C仰

938221　　35936　　740528

623348　1692：）4　　368513

31767：丈）　973331219780：）

団〕3265　130725　　3な〕〔XX）

41287381従74401738084

－　220〔呂　28538

－　11944　　　　一

一　54161

－　　1331

ー　13131〔碍7691！臼6581（1）695

以：）2059　　　　－1Ⅹ）645　13144　　24g3

960∋3　　　　－　24248　　　　－

67283　　　　－　　4〔冶4　351〔氾　1129

581刃0　　　　－　　3495　22725　　　　－

379〕　1849

－　1803〕　　　　－　　258529　　　　一　　　　一　35981

－　57274　15446　　48131157C61115781　225（0107021

（荘）　中位；キログラム。　弼斗　農林省ソこ仮綻汁耶所。

第5表　　　網　漁　労．別　日　数・（海面）．
本表は各漁業協同組合からの月報を集計したものである。

市　　　郡
拾鼓匡曳可まき網 刺再置芸‾：地曳可釣漁業極安

昭　和　29　年

30

31

32．

大　　阪　　市

堺　　　　　市

岸　和　田　市

泉　大　津　市

且　　崇　　市

泉　佐　野　市

泉　　北　郡

最　　南　　部

ズ）4m5　　92893

177222　　72323

175504　　78548

169791　71980

41386　　　1892

n226　　　5∈姫8

13（方4　　10（東方

1741　　　　466

2135　　1と03

18462　　17430

訪B n6

g〕㈱　　33駁）

6019　6140　　87と0　　7242

29421192　　7389　　5217

28221192　　84g3　　9139

5100　　622　8085　9459

451　　622　　2〔89　　6173

5日：）　　1　　　379　　　144

673　　　－　　　530　　　　－

174　　　－　　　　－　　　403

鉱　　　一　　　17

593　　　－

87　　　－　　　　38　　　　－

476　　　－　　5032　　2719

5707　21525　21487　　　　・　21072

259）1　24727　17刀1　　　…　罰〔氾5

1281　26753　14262　　8926　24（均8

1650　封465134恥　6423　23539

一　　　派　　9498　　5158　149〕5

5a〕　　　　一　　2599　　　385　　　651

a〕4　　　　　－　　　742

126　　　　－　　　358　　136　　　78

222　　　　－　　　102　　　Ⅹ6　　　　－

15　　　424

456　　　　－　　　　－　　　　91

107　30531　　191　　448　　7815
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